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生物科学 I の主題と全体像�

主題：生物とは何か？
この問いに対して、
個体を基準として、物理的により小さなものに還元�

全体像：
遺伝子であるDNA分子が細胞から細胞に受け継がれ、
かつ、
それぞれの細胞において機能する様子�

（遺伝情報の流れに関する）セントラルドグマ �
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生物科学 I の目的・ねらい�

1：教養としての生物学�

2：専門課程での必要性�

専門の講義で「言葉（話）が通じる」�

社会的諸問題に対し、多面的な知識と本質的な理解に基づいた自
分の立ち位置（答でなくてよい）を持っている

自らの生物（命）観に基づいて
→臓器移植、組み換え食品、BSE問題、生殖医療、出生前診断
に対し、賛成？反対？�
それらの立場の人とどう議論するか

・生物学的側面と哲学・倫理・社会・宗教的側面との区別�
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講義内容のまとめ�1
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講義内容のまとめ�2
�個々の生物はゲノムによって規定されます。ゲノムとは遺伝子の総体のことです。遺伝子の分子的実体はDNA分子
で、細胞の中にあります。細胞について、「植物細胞は細胞壁に囲まれているが、動物細胞は、細胞壁を持たない」な
ど、いろいろと教科書的な記述はできますが、あまり気にしなくてよいです。基本的には、細く、長い、糸のようなDNA
分子があり（ヒトの細胞の場合は1つの細胞の中に2 m）、これを包み込んでいる袋と言うイメージでよいでしょう。この
DNA分子を設計図として、その記述に基づいて、タンパク質が作られます。タンパク質は細胞を構成する材料や、材
料を組み立てるための機械になります。ここで、DNAとタンパク質の構造を正しく理解することが重要です。ただし、原
子や原子団のことではありません。大切なことは、DNAもタンパク質も、少数の基本的構成単位が一次元的に連結し
たものであると言うことです。 �
�DNA分子の場合、この構成単位はヌクレオチドと言い、デオキシリボースという糖に付随する塩基の違いによって、4
種類あります。ヒトの場合、ヌクレオチドは23本の染色体上に分かれてはいるものの、3x109塩基対あるので、場合の
数としては、43x109（この9は10に対して上付き）あることになります。タンパク質の場合、この構成単位はアミノ酸と言い、20種
類のアミノ酸がタンパク質を構成するために使われます。あるアミノ酸に連結する次のアミノ酸に制限はないの
で、1000アミノ酸からできているタンパク質の場合、その場合の数は201000あることになります。 �

�ここで、タンパク質のアミノ酸の並びはDNA上の4種類の塩基の並び方によって決定されます。すなわち、4種類の塩
基のうちの3つで1つのアミノ酸を規定します。そうすると、43は64ですので、20種類のアミノ酸が使われることと、数
字があいませんが、実際には、異なった塩基の並びが1つのアミノ酸を規定したり、タンパク質の合成（アミノ酸の連
結）を開始したり、終わるための並びにも使われます。そして、DNA分子上の、タンパク質の合成を開始するための塩
基の並び（スタートコドン）から、合成を終わるための塩基の並び（終結コドン）までの範囲を遺伝子と言います。（意外
に思われるかも知れませんが、「遺伝子の定義」には、別の考え方もあります。）遺伝子工学とは、細胞中のDNAの塩
基の並びを人工的に変えることによって遺伝子を改変し、その結果できるタンパク質を変えることです。タンパク質が
変わると、細胞の中の材料とか、機械の働きが変わることになるので、細胞自体が変わってしまうことになります。そし
て、さらに、細胞が変われば、我々自身も変わってしまうことになります。 �

べき乗が正しく表記されていない箇所があるので注意して下さい。 �
（信州大学・全学教育機構�基礎科学科目・生物学実験�「分子操作セクション」の導入より抜粋）�
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週刊信大104号_5月29日(月)�2006年

  大学において通常行われている対面授業を受けた学生の内，半
年後まで授業内容の概要を憶えているのは，僅か3％．さらにキー
ワードだけを憶えているのは23％とのこと．すなわち70％の学生は全
く覚えていないと言うことである．�

又,こんなデータも聴いたことがある．対面授業だけでの学生の理
解度は,せいぜい10％．演習を行うと50％．学生に授業させると70％
まで理解度があがるとのこと．�

1 : 50 の関係で教員が一方的に解説し、板書をする講義�

ガイダンス�
トピック講義の背景



実際のトピック講義

目的： 生物学が関わる社会的問題に対して
��� 自発的に取り組むことにより
��� 生物学の何を理解しないといけないのか、理解する

生物学に関わる社会的問題・話題について議論する
・出生前診断
・組み換え植物（食品）
・遺伝子治療
・臓器移植��等々

方法
・2ないし3名で班を構成する
・班単位で10-15分間の発表と10-15分間の討議を行う
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ヒトでの分裂回数�1017回
分化した細胞の細胞寿命（分裂可能回数）�50回�

ヒトは単一の細胞から始まる�ガイダンス

直径20 µmの場合
成人の体積: 4x104-5 cm3

ヒトの細胞：直径10 - 30 µm

成人1013 - 1014 個(約50兆）�

4 cm x 1 m x 5 m
40 cm x 50 cm x 1 m

単一の細胞である受精卵として約20時間を過ごす�



 1位  2位  3位

90歳以上 心疾患 肺炎  脳血管疾患

40-89歳     心疾患

20-39歳   不慮の事故 

10-14歳 不慮の事故

0歳  先天性奇形 呼吸障害 突然死症候群�

悪性新生物�腫瘍・癌
 細胞分裂の制御不能
 遺伝子の病気
 変異・ウイルス�

ヒトの死因�

自殺�

自殺�悪性新生物�

悪性新生物�

悪性新生物� 自殺�
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人工中絶と流産�ガイダンス



1：脳死・臓器移植の本当の話 ����
小松 美彦 / PHP研究所 (2004)�

2：進化しすぎた脳 �
池谷 裕二 / ブルーバックス (2007) 

推薦図書�
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